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大
和
高
田
市
で
は
、市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
な
ど
の
概
要
を
、毎
年
公
表
し
て
い
ま
す
。

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比

1級 事務員・技術員 13人 4.7％

2級 主事 21人 7.6％

3級 主任 70人 25.4％

4級 係長・主査 71人 25.7％

5級 課長補佐 46人 16.7％

6級 次長・課長 45人 16.3％

7級 部長 10人 3.6％

計 276人 100％

大　和　高　田　市 国
（支給率）自己都合 勧奨・定年（支給率）自己都合 勧奨・定年

勤続20年 23.03 月分 28.7875 月分 勤続20年 23.03 月分 28.7875 月分
勤続25年 32.83 月分 38.955 月分 勤続25年 32.83 月分 38.955 月分
勤続35年 46.55 月分 55.86 月分 勤続35年 46.55 月分 55.86 月分
最高限度額 55.86 月分 55.86 月分 最高限度額 55.86 月分 55.86 月分
1人当たり
平均支給額 3,274千円 24,433千円

その他の加算措置 その他の加算措置
定年前早期退職特別措置

（2％〜 20％加算）
定年前早期退職特別措置

（2％〜 20％加算）

大和高田市 国

平均年齢 46.7歳 43.1歳

平均給料月額 349,466円 307,220円
(332,446)

平均給与月額 413,643円 376,257円
(405,463)

※�平成 25 年度については、国は東日本大
震災復興財源捻出のため、平均 7.8%
の給与カットを行っており、給料及び給
与の（　）内は、減額措置を行う前の
金額です。

大和高田市 国

大学卒 172,200 円 172,200 円

高校卒 140,100 円 140,100 円

※�平成 25 年度については、国は
東日本大震災復興財源捻出のた
め、初任給についてもここより
4.77％減額して支給しています。

経験年数 大学卒 高校卒

10年 255,563円 −

15 年 301,933円 −

20 年 353,550円 302,725円

◦�

普
通
会
計
と
は
、一
般
会
計
に
一
部
の
特
別
会
計
を
加
え
た
も
の
で

す（
公
営
企
業
会
計
は
、含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

◦�

一
般
行
政
職
と
は
、総
職
員
数
か
ら
教
育
職
、医
療
職
、福
祉
職
、技
能

労
務
職
、企
業
職
な
ど
を
除
い
た
も
の
で
す
。

◦�

平
成
14
年
1
月
か
ら
当
分
の
間
、特
別
職
等
の
給
料
、一
般
職
の
管
理

職
手
当
を
減
額
し
て
い
ま
す
。

◦�

平
成
19
年
度
か
ら
平
成
25
年
度
ま
で
、期
末
手
当
を
市
長
は
50
％
、副

市
長
は
30
％
、教
育
長
は
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

◦
平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
、職
員（
医
療
職

を
除
く
）の
給
料
を
１
・
５
％
減
額
し
て
い
ま
す（
平
成
19
年
４
月
１

日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31
日
ま
で
は
３
％
減
額
）。

　

 

総
括

（1）
人
件
費
の
状
況

（
平
成
24
年
度
普
通
会
計
決
算
）
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職
員
の
平
均
給
料
月
額
、

　

 

初
任
給
等
の
状
況

（1）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
平
均

年
齢
、平
均
給
料
月
額
、平
均

給
与
月
額
の
状
況（
平
成
25
年
４

月
１
日
現
在
）

2

一
般
行
政
職
の
級
別
職
員

数
等
の
状
況

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

3

（2）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
初
任
給

の
状
況（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

（2）
退
職
手
当（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

※
退
職
手
当
の
１
人
当
た
り
平
均
支
給

　

額
は
、平
成
24
年
度
に
退
職
し
た

　

職
員
に
支
給
さ
れ
た
平
均
額
で
す
。

※
経
験
年
数
と
は
、卒
業
後
直
ち
に

採
用
さ
れ
、引
き
続
き
勤
務
し
て
い

る
場
合
は
、採
用
後
の
年
数
を
い
い

ま
す
。

※
大
和
高
田
市
の
、給
与
条
例
に
基

づ
く
給
料
表
の
級
区
分
に
よ
る
、

職
員
数
で
す
。

※
標
準
的
な
職
務
内
容
と
は
、そ
れ

ぞ
れ
の
級
に
該
当
す
る
、代
表
的

な
職
務
で
す
。

（3）
職
員（
一
般
行
政
職
）の
経
験
年

数
別・
学
歴
別
平
均
給
料
月
額

　

の
状
況（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

　

 

職
員
の
手
当
の
状
況

（1）
期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

4

住民基本台帳人口
（平成24年度末）

69,208 人
（平成25年３月31日）

歳出額（A） 23,324,476 千円

実質収支 761,698 千円

人件費（B） 4,320,830 千円

人件費率  （Ｂ）／（Ａ） 18.5％

（参考） 
23年度の人件費率 18.7％

職員数（A） 448人

給
与
費

給料 1,780,436千円

職員手当 280,186千円

期末・勤勉手当 630,428千円

計（B） 2,691,050千円

1 人当たり
給与費（Ｂ）／（Ａ） 6,007千円

※
平
成
24
年
度
の
、歳
出
額
に
対
す
る

人
件
費
の
割
合
で
す
。

※
人
件
費
に
は
、特
別
職
に
支
給
さ
れ
る

　

給
料
、報
酬
等
を
含
み
ま
す
。

※
平
成
25
年
度
の
職
員
数
と
、職
員
1
人

当
た
り
の
平
均
年
間
給
与
費
で
す
。

※
職
員
手
当
に
は
、退
職
手
当
を
含
み

ま
せ
ん
。

（2）
職
員
給
与
費
の
状
況

（
平
成
25
年
度
普
通
会
計
予
算
）

大　和　高　田　市   国
1人当たり平均支給額

（平成24年度）1,321千円
（24年度支給割合） （24年度支給割合）

期末手当 勤勉手当 期末手当 勤勉手当
6月期 1.225月分 0.675月分 6月期 1.225月分 0.675月分
12月期 1.375月分 0.675月分 12月期 1.375月分 0.675月分

計 2.60月分 1.35月分 計 2.60月分 1.35月分
（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等
による加算措置

市
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理
等
の
概
要

1



支給実績
（平成24年度決算） 0円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額 0円

支給対象地域 市内全域

支給率 0％

支給対象職員数 0人

国の制度（支給率） 6％

支給実績
（平成24年度決算） 371,341千円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額（24年度決算） 657,241円

職員全体に占める手当支
給職員の割合（24年度） 62.2％

手当の種類（手当数） 16種類

（3）
地
域
手
当（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

（4）
特
殊
勤
務
手
当

　

 

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

平成 24年度

支給実績
（24年度決算） 156,935千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 256千円

平成 23年度

支給実績
（23年度決算） 139,195千円

支給職員1人当たり
平均支給年額 223千円

部
門
別
職
員
数
の
状
況
と
主
な
増
減
理
由　
（
各
年
4
月
1
日
現
在
）

6
特
別
職
の
報
酬
等
の
状
況　

 

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

5

※職員数は一般職に属する職員数です。
※【　　】内は、条例定数の合計です。

※給料・報酬の（　）内は、減額措置を行う前の金額です。
※報酬の欄の、議長、副議長、議員の金額については、平成
　23 年 3月議会で議員提案され、減額改定があった後の金額
　となっています（従前は、議長 670,000 円、副議長
　580,000 円、議員 540,000 円）。
※退職手当の「1 期の手当額」は、4 月1 日現在の給料月額
　および支給率に基づき、1 期（4 年＝ 48 月）勤めた場合に
　おける、退職手当の見込額です。

（5）
時
間
外
勤
務
手
当

（6）
そ
の
他
の
手
当

　

 

（
平
成
25
年
４
月
１
日
現
在
）

区   分
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成24年度 平成25年度

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 5 5

総務 69 66 △ 3 人事課減員　広報情報課減員

税務 26 26

労働 0 0

農水 4 4

商工 4 6 2 企画法制課観光企画調整係新設

土木 35 35

民生 122 117 △5 保育所等減員

衛生 69 69

計 334 328 △6
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 47.39 人

教育部門 111 114 3 商業高校教諭増員　幼稚園教諭増員

小計 445 442 △3
〈参考〉
人口1万人当たり職員数 63.87 人

公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 424 440 16 市立病院、医師・看護師等増員　天満診療所薬剤師増員

水道 20 20

下水道 7 7

その他 33 33

小計 484 500 16

合　計 929
【1,303】

942
【1,303】 13

〈参考〉
人口1万人当たり職員数136.11 人

区分 内　　容 国の制度との異同

扶
養
手
当

○配偶者…13,000円
○配偶者以外の扶養親族…6,500円
　（配偶者のいない場合1人目は…11,000円）
○扶養親族のうち特定期間にある子
　（1人につき）…5,000円加算

○配偶者…13,000円
○配偶者以外の扶養親族…6,500円
　（配偶者のいない場合1人目は…11,000円）
○扶養親族のうち特定期間にある子
　 （1人につき）…5,000円加算

住
居
手
当

○借家・借間…最高支給限度額 27,000円
○持ち家…1,500円

○借家・借間…最高支給限度額27,000円
○持ち家…0円

通
勤
手
当

○交通機関利用…最高支給限度額 55,000円
○交通用具（自転車・自動車等）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額24,500円）

○交通機関利用…最高支給限度額55,000円
○交通用具（自転車・自動車等）利用
　2km以上5ｋｍごとに13段階の区分
　（最高支給限度額24,500円）

区分 給　料　月　額　等

給
料

市　長・・・・・ 784,000円（980,000円） ※ 20％減額

副市長・・・・・ 648,000円（810,000円） ※ 20％減額

報
酬

議　長・・・・・ 618,000円（618,000円）

副議長・・・・・ 535,000円（535,000円）

議　員・・・・・ 498,000円（498,000円）

期
末
手
当

（平成25年度支給割合）

市 長は50％、副 市 長は
30％減額しています。  市　長

  副市長

6月期 1.40月分

12月期 1.55月分

計 2.95月分

（平成25年度支給割合）

  議　長
  副議長
  議　員

6月期 1.40月分

12月期 1.55月分

計 2.95月分

退
職
手
当

（算定方式） （1期の手当額）　　（支給時期）

市　長 980,000円×在職月数×0.5 23,520,000円　 （任期毎）

副市長 810,000円×在職月数×0.3 11,664,000円　 （任期毎）

大和高田市職員の給与・定員管理等の詳しい内容は、大和高田市のホームページで、平成 26 年3月ごろ、公表する予定です。
  URL  http://www.city.yamatotakada.nara.jp/ 　〔人事課　内線 213〕
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針｣

を
策
定
し
ま
し
た
。

（2）
研
修
方
針

　

平
成
25
年
度
職
員
研
修
は
、人

材
育
成
基
本
方
針
に
の
っ
と
り
、住

民
ニ
ー
ズ
の
高
度
化・
複
雑
化
に
対

応
で
き
る
政
策
形
成
能
力
、困
難

な
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
問
題

発
見・
解
決
能
力
、行
政
の
公
正
さ

や
透
明
性
を
確
保
す
る
う
え
で
必

要
な
法
務
能
力
等
の
養
成
や
、職
場

で
の
人
材
育
成・
自
己
啓
発
の
支
援

を
中
心
に
、実
施
し
て
い
き
ま
す
。

7
職
員
の
福
祉・

　

利
益
の
保
護
の
状
況

〈
公
務
災
害
補
償
の
概
要
と

実
施
状
況
〉（
平
成
24
年
度
）

　

公
務
上
の
災
害（
負
傷
、疾
病
、障
が

い
ま
た
は
死
亡
）ま
た
は
通
勤
に
よ
る

災
害
を
受
け
た

場
合
、地
方
公

務
員
災
害
補

償
基
金
か
ら
、一

定
の
補
償
が
な

さ
れ
ま
す
。

　

職
員
の
勤
務
時
間
は
、一
部
の
施

設
等
を
除
き
、午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
で
す（
こ
の

う
ち
、60
分
の
休
憩
時
間
が
あ
り
ま

す
）。１
日
７
時
間
45
分
、週
38
時
間

45
分
勤
務
し
て
い
ま
す
。

（2）
職
員
の
年
次
休
暇
の
概
要
と

　

取
得
状
況

　

労
働
基
準
法
の
規
定
に
従
い
、

原
則
と
し
て
、1
年
に
20
日
の
有
給

休
暇
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

 

● 

平
成
24
年
中（
1
月
1
日
〜
12
月
31

日
）の
平
均
取
得
日
数
…
10・4
日

4
職
員
の
分
限
処
分・

　

懲
戒
処
分
の
状
況

（1）
分
限
処
分
の
概
要
と
状
況

　
（
平
成
24
年
度
）

　

分
限
処
分
と
は
、公
務
の
能
率

の
維
持
と
、そ
の
適
正
な
運
営
の
確

保
の
た
め
に
行
う
処
分
で
す
。

減
額
措
置
が
な
い
場
合
の
値
で
す
。

（2）
給
与
抑
制
措
置
の
状
況

〈
一
般
職
〉

　

行
財
政
改
革
の
た
め
、平
成
18

年
4
月
1
日
か
ら
、地
域
手
当
6
％

を
0
％
に
削
減
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

管
理
職
手
当
は
、平
成
14
年
1
月

1
日
か
ら
段
階
的
に
削
減
し
、平
成

19
年
4
月
1
日
か
ら
は
、医
療
職・

教
育
職
以
外
の
職
で
定
額
制
と
し
、

さ
ら
に
減
額
し
て
い
ま
す
。期
末
勤

勉
手
当
に
か
か
る
役
職
加
算
は
、平

成
16
年
12
月
か
ら
、お
お
む
ね
50
％

削
減
し
て
い
ま
す
。特
殊
勤
務
手
当

は
、平
成
17
年
4
月
に
大
幅
見
直
し

（
廃
止・減
額
）を
行
い
ま
し
た
。

〈
常
勤
の
特
別
職
〉

　

行
財
政
改
革
の
た
め
、平
成
14
年

1
月
1
日
か
ら
、報
酬
を
市
長
15
％
、

助
役・収
入
役・教
育
長
10
％
削
減
し
、

平
成
18
年
4
月
1
日
か
ら
は
、4
役

と
も
に
15
％
削
減
し
、平
成
19
年
4

月
1
日
か
ら
は
、市
長
、副
市
長
、教

育
長
と
も
に
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、平
成
19
年
4
月
1
日
か
ら

平
成
26
年
3
月
31
日
の
間
、期
末

手
当
を
、市
長
50
％
、副
市
長
30
％
、

教
育
長
20
％
減
額
し
て
い
ま
す
。

3�

職
員
の
勤
務
時
間
そ
の
他
の

勤
務
条
件
の
状
況
の
変
更
後

（1）
職
員
の
勤
務
条
件
、休
憩・
休
息

時
間
の
概
要（
平
成
25
年
4
月

1
日
現
在
）

試験 選考 計

一般
行政職 15 0 15

教育職 2 0 2

医療職 22 9 31

計 39 9 48

定
年

定年前
早期
退職

自己
都合

その
他 計

一般行政職 6 10 5 1 22

技能労務職 4 0 0 0 4

教育職 4 0 0 0 4

医療職 2 0 25 0 27

計 16 10 30 1 57

処分事由 戒告 減給 停職 免職

法令に違反した場合 1

職務上の義務に違反
しまたは職務を怠っ
た場合

2

全体の奉仕者たるにふ
さわしくない非行の
あった場合

計 2 0 1 0

処分事由 降任 免職 休職 降給

勤務実績が良くない場合 1
心身の故障の場合 35
職に必要な適格性を欠く場合 1
職制、定数の改廃、予算の減少
により廃職、過員を生じた場合

刑事事件に関し起訴された場合

条例で定める事由による場合

計 1 1 35 0

認定件数 傷病 死亡

公務上の
災害 7 0

通勤途上の
災害 0 0

1
職
員
の
任
免
に
関
す
る
状
況

（1）
採
用
者
の
状
況
（
平
成
24
年
度
）

8
公
平
委
員
会
の
業
務
の
状
況

　
（
平
成
24
年
度
）

 

● 

勤
務
条
件
に
関
す
る
措
置
の
要

求
…
０
件

 

● 

不
利
益
処
分
に
関
す
る
不
服
申

し
立
て
…
０
件

 

● 

職
員
の
苦
情
処
理
…
０
件

9�

公
益
通
報
及
び
不
当
要
求
行
為

に
つ
い
て
の
状
況（
平
成
24
年
度
）

 

● 

公
益
通
報
の
件
数
…
０
件

 

● 

不
当
要
求
行
為
の
件
数
…
０
件

〔
人
事
課　

内
線
２
１
３
〕

5
職
員
の
服
務
の
状
況

〈
服
務
に
関
す
る
基
本
原
則
の
概
要
〉

 

● 

法
令
等
及
び
上
司
の
職
務
上
の

命
令
に
従
う
義
務

 

● 

信
用
失
墜
行
為
の
禁
止

 

● 

秘
密
を
守
る
義
務

 

● 

職
務
に
専
念
す
る
義
務

 

● 

政
治
的
行
為
の
制
限

 

● 

争
議
行
為
等
の
禁
止

 

● 

営
利
企
業
等
の
従
事
制
限

6
職
員
の
研
修
の
状
況

（1）
人
材
育
成
基
本
方
針
の
概
要

　

職
員
の
能
力
開
発
を
総
合
的
、

計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
事
項
を
明
確
に
し
、
能
力
開

発
に
関
す
る
諸
施
策
実
施
の
基
準

と
す
る
た
め
、
平
成
17
年
4
月
に

｢
大
和
高
田
市
人
材
育
成
基
本
方

※
奈
良
県
か
ら
の
派
遣
職
員
3
名

　
（
一
般
行
政
職
1
名
、教
育
職
２
名
）

（2）
退
職
者
の
状
況
（
平
成
24
年
度
）

2
職
員
の
給
与
の
状
況

（1）
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
の
状
況

　

ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
と
は
、国
家

公
務
員
の
給
料
を
１
０
０
と
し
た

と
き
の
、本
市
職
員
の
給
料
の
水

準
を
指
数
で
示
し
た
も
の
で
す
。

 

● 

平
成
23
年
度
…
93
・
1

 

● 

平
成
24
年
度
…
102
・
7 （
94
・
８
）

平
成
24
年
度
に
つ
い
て
は
、国
家
公

務
員
は
東
日
本
大
震
災
復
興
財
源

捻
出
の
た
め
平
均
７・８
％
の
給
与

カ
ッ
ト
を
行
っ
て
お
り
、（　

）内
は
、

※
同
一
の
者
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
処

分
に
付
さ
れ
た
場
合
、そ
の
数
を
重

複
し
て
計
上
し
て
い
ま
す
。

（2）
懲
戒
処
分
の
概
要
と
状
況

　
（
平
成
24
年
度
）

　

懲
戒
処
分
と
は
、公
務
員
と
し
て

ふ
さ
わ
し
く
な
い
非
行
が
あ
っ
た
場

合
な
ど
、職
員
の一
定
の
義
務
違
反

に
対
し
て
道
義
的
責
任
を
問
う
処

分
で
す
。地
方
公
共
団
体
に
お
け
る

規
律
と
、公
務
遂
行
の
秩
序
の
維
持

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

市
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
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平
成
25
年
度
秋
の
叙
勲
お
よ
び
褒
章
に
お
い
て
、永
年
に

わ
た
っ
て
、各
々
の
分
野
で
尽
力
さ
れ
た
２
名
が
、受
章
さ
れ

ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

瑞
宝
双
光
章

（
社
会
福
祉
功
労
）

犬
山　

尋
道
さ
ん

瑞
宝
単
光
章

（
消
防
功
労
）

松
長　
　

實
さ
ん

秋
の
叙
勲
・
褒
章
危
険
業
務

従
事
者
叙
勲

　

第
21
回
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
に

お
い
て
、永
年
に
わ
た
り
尽
力
さ
れ
た

功
労
に
よ
り
、受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
祝
い
を
申
し
上
げ
、今
後
ま
す
ま
す

の
活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。

瑞
宝
単
光
章

（
警
察
功
労
）

滝
下　

重
信
さ
ん

　10月5日から、馬見丘陵公園で開かれていた「馬見フ
ラワーフェスタ」の「花壇コンテスト」で、大和高田園芸ボラ
ンティアグループＡの作品『秋風に誘われて』が、人気投
票２位の成績を収めました。最終日の10月20日には、表
彰式があり、賞を受けとった岡田さんは、「限られたスペー
スと期間で、個性を出すのが難しかった。機会があれば、

花壇コンテストで 入賞 大和高田園芸ボランティアグループ

来年も出品してみたい」と話していました。
　園芸ボランティアグループは、日ごろ大中公園や、近鉄
大和高田駅などの花壇の手入れをしています。
　みなさんも、園芸ボランティアグループに参加してみませ
んか。

〔都市計画課　内線689〕
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市
の
発
展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
を
表
彰

　

11
月
３
日
文
化
の
日
、「
大
和
高
田
市
選
奨
条
例
」に
基
づ
い
て
、13
名
の
皆
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
、

功
労
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
、
永
年
に
わ
た
り
活
動
に
尽
力
し
、
顕
著
な
功
績
を
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
な
お一層
の
活
躍
を
祈
念
し
て
、
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
町
総

代
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展

に
努
め
ら
れ
、地
域
社
会
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に

よ
る
表
彰

●
地
方
自
治
功
労
者

　

南　

良
郎
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、地
域
医
療

の
発
展
に
努
め
ら
れ
、ま
た
本

市
医
師
会
副
会
長
と
し
て
医

療
連
携
の
充
実
と
公
衆
衛
生

の
向
上
に
尽
く
さ
れ
た
功
績

に
よ
る
表
彰

●
保
健
衛
生
功
労
者

　

中
谷　

晃
さ
ん

●
地
方
自
治
功
労
者

　

福
島　

茂
男
さ
ん　

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
町
総

代
と
し
て
地
方
自
治
の
伸
展

に
努
め
ら
れ
、地
域
社
会
の
発

展
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に

よ
る
表
彰

●
消
防
功
労
者

　

西
川　

悦
子
さ
ん　

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
消
防

団
女
性
分
団
長
と
し
て
市
民

生
活
の
安
全
と
災
害
の
予
防

に
献
身
さ
れ
る
と
と
も
に
、後

進
の
指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

●
教
育
功
労
者

　

山
野　

治
光
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、学
校
教
育

を
と
お
し
本
市
青
少
年
の
育

成
に
貢
献
さ
れ
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
講
師
と
し
て
市
民

教
養
を
広
め
ら
れ
た
功
績
に

よ
る
表
彰

●
文
化
功
労
者

　

平
井　

賀
津
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
文
化

協
会
の
役
員
と
し
て
市
民
文

化
の
向
上
に
努
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、伝
統
芸
能
の
普
及
に
尽

く
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
る
表

彰

●
商
工
功
労
者

　

當
麻　

英
世
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
商
工

業
の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、

産
業
と
地
域
経
済
の
伸
展
に

尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
る

表
彰

●
商
工
功
労
者

　

村
田　

光
弘
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
商
工

業
の
育
成
指
導
に
努
め
ら
れ
、

産
業
と
地
域
経
済
の
伸
展
に

尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
に
よ
る

表
彰

●
厚
生
援
護
功
労
者

　

平
田　

紀
久
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
副
会
長
と
し
て

会
員
の
育
成
に
努
め
ら
れ
、　

高
齢
者
の
つ
な
が
り
と
生
き
が

い
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

●
厚
生
援
護
功
労
者

　

金
子　

克
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
老
人

ク
ラ
ブ
女
性
部
の
コ
ー
ラ
ス
指

導
者
と
し
て
、音
楽
活
動
を
通

し
て
高
齢
者
の
つ
な
が
り
と
生

き
が
い
づ
く
り
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

選
奨
式

市
選
奨
条
例
に
基
づ
く

受
章
者

●
民
生
功
労
者

　

佐
藤　

英
昭
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
民
生

児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉

活
動
に
献
身
さ
れ
る
と
と
も

に
、同
協
議
会
連
合
会
会
長
と

し
て
民
生
の
安
定
と
市
民
福

祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰

●
民
生
功
労
者

　

玉
置　

政
之
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
民
生

児
童
委
員
と
し
て
社
会
福
祉

活
動
に
献
身
さ
れ
る
と
と
も

に
、同
協
議
会
連
合
会
副
会

長
と
し
て
民
生
の
安
定
と
市

民
福
祉
の
向
上
に
尽
く
さ
れ
て

い
る
功
績
に
よ
る
表
彰

●
消
防
功
労
者

　

樋
口　
一
仁
さ
ん　

　

多
年
に
わ
た
り
、本
市
消
防

団
分
団
長
と
し
て
市
民
生
活

の
安
全
と
災
害
の
予
防
に
献

身
さ
れ
る
と
と
も
に
、後
進
の

指
導
育
成
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
に
よ
る
表
彰
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11
月
５
日
、教
育
の
分
野
で
著
し
い
功
績
を
あ

げ
ら
れ
た
10
名
と
２
団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

喜
多　

千
代
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田

市
文
化
協
会
文
芸
部
俳
句
葉

月
会
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ

れ
る
と
と
も
に
、舞
踊
に
よ
り
本

市
さ
く
ら
祭
り
等
に
も
出
演
、

文
化
協
会
及
び
本
市
文
化
の
発

展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

髙
木　

理
恵
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、校
区
婦
人

会
の
理
事
並
び
に
大
和
高
田

市
地
域
婦
人
会
連
絡
協
議
会

の
会
長
と
し
て
指
導
力
を
発

揮
し
、婦
人
会
活
動
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
。

　

上
田　

浄
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田

市
子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協

議
会
の
理
事
及
び
副
会
長
と

し
て
指
導
力
を
発
揮
し
、青
少

年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止

に
尽
く
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

寺
川　

誠
一
さ
ん

　

小
倉　

幹
司
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、指
導
者
・

運
営
者
と
し
て
ス
カ
ウ
ト
活
動

に
携
わ
り
、運
動
の
活
性
化
に

尽
力
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
、

本
市
の
青
少
年
健
全
育
成
と

非
行
防
止
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

功
績
。

　

大
和
高
田
市
青
少
年
補
導

員
と
し
て
青
少
年
健
全
育
成

に
取
り
組
ま
れ
、そ
の
後
補
導

会
副
会
長
、会
長
と
し
て
会
の

運
営
に
尽
力
さ
れ
、本
市
の
青

少
年
健
全
育
成
と
非
行
防
止

に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績
。

　

西
野　

慎
二
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、高
田
美
術

協
会
彫
塑
部
会
員
と
し
て
活

躍
さ
れ
る
と
と
も
に
、美
術
協

会
会
員
理
事
と
し
て
運
営
に

も
参
加
さ
れ
、本
市
芸
術
文

化
の
振
興
に
尽
く
さ
れ
て
い
る

功
績
。

　

西
川　

義
久
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田

市
体
育
協
会
の
役
員
と
し
て
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
尽
力

さ
れ
る
と
と
も
に
、社
会
教
育

委
員
と
し
て
も
活
動
さ
れ
、教

育
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る

功
績
。

　

平
井　

俊
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、日
本
伝
統

の
着
物
の
文
化
を
継
承
し
、中

央
公
民
館
に
お
い
て
定
期
講

座
の
充
実
に
寄
与
さ
れ
る
と

と
も
に
、本
市
の
社
会
教
育
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功

績
。

　

上
田　

美
加
子
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田

市
社
会
教
育
委
員
と
し
て
社

会
教
育
の
振
興
に
努
め
ら
れ

る
と
と
も
に
、地
域
の
社
会
教

育
活
動
並
び
に
人
権
教
育
に

貢
献
さ
れ
た
功
績
。

　

山
邊　

敏
治
さ
ん

　

多
年
に
わ
た
り
、大
和
高
田

市
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会
の
顧
問
、そ

の
後
会
長
と
し
て
、Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
の
発
展
に
努
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、社
会
教
育
委
員
も
務
め

ら
れ
、本
市
の
教
育
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
た
功
績
。

教
育
委
員
会
表
彰

教
育
委
員
会
表
彰
者

高
田
商
業
高
等
学
校

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

　

平
成
25
年
度
全
国
高
校
総
合
体
育
大
会
で

の
団
体
戦
5
年
ぶ
り
18
回
目
の
優
勝
、個
人
戦

4
年
ぶ
り
12
回
目
の
優
勝
や
そ
の
他
の
大
会
に

お
い
て
も
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
功
績
。

　

昭
和
58
年
か
ら
永
き
に
わ
た
り
、図
書
館
を

中
心
に「
お
は
な
し
の
会
」を
催
し
、絵
本
を
中

心
と
し
た
子
育
て
支
援
活
動
を
展
開
さ
れ
、社

会
教
育
活
動
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
功
績
。

た
か
だ
お
は
な
し
ろ
う
そ
く
の
会
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

の
構
築
に
つ
い
て

公
明
党　

藤
田
議
員

本
市
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

人
口
が
既
に
25
％
を
超
え
て

い
て
、住
み
慣
れ
た
地
域
で
医
療
、

介
護
、福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な

が
ら
楽
し
く
生
活
す
る
た
め
に
、地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
急

い
で
い
る
。

　

平
成
25
年
度
下
半
期
に
は
、地
域

ケ
ア
会
議
活
用
推
進
等
事
業
に
取

り
組
み
、課
題
を
抱
え
た
高
齢
者
へ

の
個
別
対
応
か
ら
、政
策
へ
の
展
開
が

ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う「
地
域
ケ
ア

会
議
」を
実
施
し
て
い
く
。こ
こ
で
は
、

福
祉
や
介
護
に
と
ら
わ
れ
ず
、高
齢

者
が
抱
え
る
住
居
や
経
済
、生
活
、ま

ち
づ
く
り
と
い
っ
た
、幅
広
い
分
野
で

下
水
道
の
進
捗
状
況
に
つ

い
て

・
今
後
の
計
画
に
つ
い
て

市
政
会　

仲
本
博
文
議
員

本
市
の
公
共
下
水
道
は
、計

画
決
定
区
域
面
積
８
０
５・３

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
う
ち
７
１
４・
７
ヘ
ク

タ
ー
ル
の
事
業
認
可
を
受
け
、整
備

を
進
め
て
い
る
。平
成
24
年
度
末
で

事
業
認
可
区
域
内
の
58
・
5
％
に

当
た
る
４
１
８・２
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
整

備
が
完
了
し
て
い
る
。限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、事
業
効
果
を
発
揮
し
、

認
可
区
域
内
の
早
期
整
備
に
鋭
意

努
力
し
て
い
く
。

　

ま
た
、市
街
化
調
整
区
域
内
の

整
備
に
つ
い
て
は
、市
街
化
区
域
の

未
認
可
区
域
、約
１
０
０
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
課
題
を
お
お
む
ね
解
消
し
た

後
に
、取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

新
設
さ
れ
た
観
光
担
当
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

・
今
後
の
事
業
展
開
や
方
向
性
は

市
政
会　

朝
井
議
員

取
組
の一
端
と
し
て
、本
年
７

月
に
さ
ざ
ん
か
ホ
ー
ル
で「
第

８
回
義
経
・
与
一・
弁
慶
・
静
合
同
サ

ミ
ッ
ト
」を
開
催
し
、ゆ
か
り
の
あ
る

自
治
体
が一
堂
に
会
し
て
、お
の
お
の

の
人
物
や
伝
説
な
ど
に
由
来
す
る

観
光
、ま
ち
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

や
、そ
の
将
来
像
な
ど
に
つ
い
て
議

論
を
行
っ
た
。

　

ま
た
来
年
度
に
か
け
て「
竹
内
街

道・横
大
路
１
４
０
０
年
記
念
事
業
」

に
参
加
し
、奈
良
、大
阪
の
関
係
市

町
村
と
連
携
を
図
り
、ま
ち
の
に
ぎ

わ
い
と
な
る
事
業
に
取
り
組
み
、本

市
で
は
、今
年
の
11
月
に
ノ
ル
デ
ィッ
ク

ウ
ォ
ー
ク
の
開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

今
後
は
イ
ベ
ン
ト
の
実
施
だ
け
で

は
な
く
、大
中
公
園
の
高
田
千
本

桜
の
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
や
、ま
た
新
た

な
観
光
資
源
と
し
て
、本
市
の
各

地
域
で
従
来
か
ら
行
わ
れ
て
い
る

伝
統
行
事
や
地
域
の
文
化
資
源
な

ど
の
再
発
見
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、そ
れ
ら
を
活
用
し
た
産
業
の
振

興
、発
展
に
結
び
つ
け
て
い
き
た
い
。

の
横
断
的
な
検
討
や
、会
議
を
開
い

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

自
助・
互
助・
共
助・
公
助
そ
れ
ぞ

れ
の
活
用
に
よ
る
生
活
支
援
、地
域

支
援
体
制
、医
療
と
介
護
の
連
携
、

自
立
支
援
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
と
、在
宅
で
の
看
取
り
も
視
野
に

入
れ
た
在
宅
介
護
、在
宅
看
護
の
供

給
を
、平
成
27
年
度
か
ら
の
第
６
期

介
護
保
険
計
画
に
盛
り
込
む
べ
く
、

準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡

大
に
つ
い
て

公
明
党　

堂
本
議
員

本
事
業
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま

で
本
市
の
重
要
な
施
策
の
一

つ
と
し
て
運
営
を
行
っ
て
き
た
。今

般
の
社
会
情
勢
を
勘
案
し
、子
ど

も
の
健
全
な
成
長
と
発
達
を
願
う

と
と
も
に
、子
育
て
世
代
の
経
済

的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、平
成

24
年
度
よ
り
助
成
対
象
を
小
学

校
卒
業
ま
で
の
入
院
に
拡
大
し
、新

た
に
児
童
医
療
費
助
成
事
業
と
し

て
運
営
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
は
、本
市
に
と
っ
て

重
要
課
題
の
ひ
と
つ
と
認
識
し
て

お
り
、助
成
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、さ

ら
な
る
子
育
て
支
援
を
進
め
る
た

一 般 質 問

  

平 成 2 5 年 9 月

定 例 市 議 会

　

平
成
25
年
９
月
定
例
市
議
会
は
、９
月
９
日
か
ら
19
日
ま
で
の
11
日
間
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
定
例
会
に
は
、人
事
案
件
３
件
、決
算
の
認
定
10
件
、補
正
予
算
６
件
、条
例
案
件
５
件
、

意
見
書
４
件
の
計
28
議
案
が
提
出
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
同
意
・
認
定
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、19
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
一
般
質
問
で
は
、７
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
っ
て

質
問
さ
れ
ま
し
た
。本
号
で
は
、そ
の
一
部
に
つ
い
て
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、人
事
案
件
で
は
、人
権
擁
護
委
員
と
し
て
守
川
喜
偉
氏（
再
任
）、窪
田
耕
治
氏（
新

任
）、高
橋
衣
代
氏（
再
任
）の
推
薦
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

問

問

答

答

問答

問答

平
成
25
年
度 

大
和
高
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算

２
５
５
、６
５
８
、０
０
０
円
な
ど
可
決

7



地
元
医
師
会
と
連
携
す
る
、地
域

に
根
差
し
た
病
院
と
し
て
の
機
能

を
、さ
ら
に
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。

　

今
後
も
、市
立
病
院
と
し
て
の

位
置
づ
け
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、

地
域
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
信
頼
さ

れ
る
医
療
の
提
供
に
、努
力
し
て
い

き
た
い
。

● 

提
出
さ
れ
た
意
見
書 

●

◦�「
森
林
吸
収
源
対
策
及
び
地
球

温
暖
化
対
策
に
関
す
る
地
方
の

財
源
確
保
」の
た
め
の
意
見
書

◦�

過
労
死
防
止
基
本
法
の
制
定

を
求
め
る
意
見
書

◦�「
地
方
税
財
源
の
充
実
確
保
」

を
求
め
る
意
見
書

◦�

若
い
世
代
が
安
心
し
て
就
労
で

き
る
環
境
等
の
整
備
を
求
め
る

意
見
書

め
、平
成
26
年
度
よ
り
義
務
教
育

期
間
で
あ
る
中
学
校
卒
業
ま
で
の

入
院
に
つ
い
て
、助
成
が
実
施
で
き

る
か
ど
う
か
を
、現
在
、本
市
を
は

じ
め
、多
く
の
県
内
市
町
村
で
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

近
鉄
浮
孔
駅
の
無
人
化
計

画
に
つ
い
て

・
市
と
し
て
の
対
応
に
つ
い
て

日
本
共
産
党　

向
川
議
員

近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社

よ
り
、本
年
７
月
下
旬
に
関

係
す
る
自
治
体
に
対
し
、駅
運
営

管
理
体
制
再
構
築
と
し
て
、一
部
駅

係
員
の
無
配
置
化
に
関
す
る
報
告

が
な
さ
れ
た
。本
年
度
の
予
定
は
、

奈
良
県
内
で
９
駅
と
な
っ
て
お
り
、

本
市
で
は
、南
大
阪
線
の
浮
孔
駅

が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

鉄
道
駅
は
、日
常
生
活
に
密
着

し
た
大
切
な
公
共
交
通
施
設
で
あ

り
、本
市
と
し
て
は
、今
年
度
に
駅

係
員
無
配
置
化
が
予
定
さ
れ
て
い

る
橿
原
市
、葛
城
市
、桜
井
市
、宇

陀
市
と
連
携
を
と
り
な
が
ら
、要

望
等
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。ま
た
、奈
良
県
に
も
働
き

か
け
を
行
う
と
と
も
に
、奈
良
県

市
長
会
で
も
取
り
組
ん
で
い
き
、奈

み
、暮
ら
す
こ
と
が
、人
口
減
少
の

抑
制
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も
の
と
考

え
て
い
る
。

地
域
医
療
に
対
す
る
大
和

高
田
市
立
病
院
の
今
後
に

つ
い
て

・
今
後
の
方
向
性
に
つ
い
て

み
ら
い　

平
郡
議
員

本
院
は
、京
都
大
学
医
学
部

及
び
奈
良
県
立
医
大
な
ど

と
あ
ら
ゆ
る
方
面
に
お
い
て
密
接
に

連
携
し
、奈
良
県
中
南
部
地
域
の

中
核
病
院
と
し
て
、広
範
囲
な
診

療
科
目
で
、か
つ
高
度
な
医
療
を
提

供
で
き
る
、急
性
期
型
の一
般
病
院

と
し
て
存
在
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。現
在
、が
ん
治
療

の
拠
点
病
院
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　

県
及
び
市
の
保
健
医
療
政
策
の

も
と
に
、地
域
の
医
療
・
保
健
施
設

や
地
元
医
師
会
と
の
連
携
を
密
に

し
、そ
の
リ
ー
ダ
ー
的
な
役
割
を
担

い
、地
域
の
限
り
あ
る
医
療
資
源
、

人
材
や
施
設
を
効
率
よ
く
適
切

に
、患
者
に
対
し
て
提
供
で
き
る
よ

う
、努
め
て
い
る
。

　

ま
た
、高
齢
の
患
者
に
対
し
て

は
、本
院
の
在
宅
医
療
支
援
科
、訪

問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
、

良
県
に
と
っ
て
、公
共
交
通
機
関
と

し
て
の
役
割
や
責
任
を
、ど
の
よ
う

に
果
た
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

か
、近
畿
日
本
鉄
道
株
式
会
社
と

協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

人
口
減
少
の
抑
制
に
つ
い

て

・
生
産
年
齢
の
人
口
減
少
対
策

み
ら
い　

奥
本
議
員

人
口
の
減
少
を
抑
制
す
る

方
策
の一つ
と
し
て
、観
光
分

野
へ
の
積
極
的
な
取
組
な
ど
に
よ

り
、元
気
と
に
ぎ
わ
い
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
、大
和
高
田
市
の
魅
力

を
市
内
外
に
広
く
情
報
発
信
し
、

多
く
の
人
に
本
市
を
訪
れ
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
取
組
と
と
も
に
、後
期

基
本
計
画
の
各
施
策
の
着
実
な
実

行
に
よ
り
、市
民
生
活
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、コ
ン
パ
ク
ト
な
市
域

に
社
会
資
本
が
充
実
し
て
い
る
、住

み
よ
い
、暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
を
、

本
市
の
広
報
誌
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
あ
ら
ゆ
る
方
法
を
活
用
し
、大

和
高
田
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

　

今
後
も
、こ
の
よ
う
な
取
組
を

継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
で
、あ

ら
ゆ
る
世
代
が
大
和
高
田
市
に
住

  

大和高田市議会は、ホームページで議会情報を発信しています。議会ホームページへの接続方法は、以下のとおりです。
 ● 大和高田市ホームページ→左サイドメニュー「大和高田市議会」　　   ● 検索サイトなどで、「大和高田市議会」と入力して検索

答 問

答 問

問答

　

委
員
会
審
査
結
果

　

決
算
特
別
委
員
会

　

平
成
24
年
度
大
和
高
田
市一般
会

計
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
、ほ
か
９
議

案
　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
認
定

　

総
務
財
政
委
員
会

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市一般
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）、ほ
か
２
議

案
　

賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

民
生
文
教
委
員
会

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
国
民

健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）、ほ
か
６
議
案

　

全
会一致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

環
境
建
設
委
員
会

　

平
成
25
年
度
大
和
高
田
市
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

全
会一致
で
原
案
ど
お
り
可
決

　

次
の
定
例
会
は
、12
月
６
日
㈮
か

ら
開
会
の
予
定
で
す
。

総
務
財
政
委
員
会

決
算
特
別
委
員
会

民
生
文
教
委
員
会

委
員
会
審
査
結
果

環
境
建
設
委
員
会
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中和広域消防組合 競争入札参加資格申請について

　平成26・27・28年度中に、中和広域消防組合が発注す
る物品調達・役務提供業務の契約に関する競争入札に
参加するためには、申請が必要です。また、当消防組合
は平成26年4月1日に設立する奈良県広域消防組合に
統合され、本申請による有効期間中の資格は引き継が
れます。

▽対象業種　
◦�物品調達　登録品目は要領の「物品種目別一覧」で確
認してください。
◦�役務提供等　登録業種は要領の「役務業種別一覧」で
確認してください。

▽受付期間　平成26年2月3日㈪～平成26年2月25日㈫
　午前9時～正午、午後1時～午後5時（土日祝日を除く）
※書類持参に限ります。

▽ �要領・申請書類等　要領と申請書類は、中和広域消防
組合ホームページ（http://www.chuwa-119.jp/）から

　平成25年11月1日、中和広域消防組合競争入札参
加資格審査要綱が一部改正になりました（詳しくは、
ホームページへ）。これに伴い、資格の有効期間は従前
の2年から3年に変更されます。また、経過措置として
平成24年度・平成25年度の申請業者は資格の有効期間
を１年間延長します。
　なお、中間年更新は廃止になりましたので新規・継
続業者を問わず、中間年更新に伴う納税証明書等の提
出は必要ありません。

競争入札参加資格申請の受付

中和広域消防組合競争入札参加資格審査申請要綱の一部改正

『平成26年度中和広域消防組合物品調達・役務提供
等競争入札参加資格審査申請要領』をダウンロード
してください（平成25年12月下旬に掲載予定）。中和
広域消防組合消防本部総務課でも、配布しています。

▽ �提出場所・問い合わせ　中和広域消防組合消防本部
3階総務課契約係（橿原市慈明寺町149番地の3）
　☎0744-22-0119

連合消防出初式のお知らせ
▷とき　平成26年1月６日㈪　午前10時～午前11時15分
▷ところ　橿原運動公園駐車場　（橿原市慈明寺町）
▷内容　消防車両の展示やはしご車の体験乗車コーナーなど（はしご車の体験乗車は、小学生以下）
※雨天時は、さざんかホールで式典のみを行ない、分列行進・放水演習等は中止します。

〔中和広域消防組合　☎0744-22-0119〕

物
品
購
入
等
・
建
物
管
理

等
業
務 

市
内
・
市
外
業
者

【
定
期
受
付
】

　

平
成
26
年
度
の
物
品
購
入
等
業
務
お

よ
び
建
物
管
理
等
業
務（
清
掃
・
警
備
・

建
物
設
備
管
理
）の
入
札
参
加
資
格
申

請
を
受
け
付
け
ま
す
。

（
今
回
は
定
期
受
付
で
す
の
で
、前
回
登

録
申
請
し
た
業
者
の
人
も
、申
請
は
必

要
で
す
）

※�

建
物
管
理
等
業
務
は
、法
人
の
み
の

受
付
で
す
。

※�

水
道
関
連
の
物
品
の
参
加
申
請
は
上

下
水
道
部（
水
道
部
門
）で
受
け
付
け

ま
す
。

市
内
建
設
工
事
、

測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

【
定
期
受
付
】

　

平
成
26
年
度
の
建
設
工
事
、測
量
・
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
入
札
参
加
資
格

申
請
は
、市
内
業
者
の
定
期
受
付
お
よ

び
、市
外
新
規
業
者
の
追
加
受
付
と
な

り
ま
す
。

　

な
お
、市
役
所
へ
の
参
加
申
請
書
を

提
出
し
た
場
合
、上
下
水
道
部（
水
道
部

門
）へ
の
提
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

○
受
付
期
間

　

平
成
26
年
２
月
３
日
㈪
～
28
日
㈮

　
（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
受
付
期
間

　
【
市
内
業
者
】

　

平
成
26
年
１
月
14
日
㈫
～
１
月
31
日
㈮

　
【
市
外
業
者
】

　

平
成
26
年
２
月
３
日
㈪
～
２
月
21
日
㈮

　

い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

　

午
前
9
時
～
正
午
、

　

午
後
1
時
～
4
時

○
提
出
方
法

　

市
役
所
契
約
監
理
室
へ
持
参

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、不
可

○
登
録
有
効
年
度

　

平
成
26
・
27
・
28
年
度

※�

申
請
書
等
は
、12
月
下
旬
に
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
、ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

〔
契
約
監
理
室 

内
線
６
５
２
・
６
７
０
〕

　

午
前
9
時
～
正
午
、

　

午
後
1
時
～
4
時

○
提
出
方
法

　

市
役
所
契
約
監
理
室
へ
持
参

※
郵
送
に
よ
る
受
付
は
、不
可

○
登
録
有
効
年
度

・
市
内
業
者

　

�

平
成
26
年
度
お
よ
び
平
成
27
年
度

・
市
外
業
者

　

�

平
成
26
年
度（
追
加
受
付
）

○
提
出
書
類

　

詳
細
は
、12
月
下
旬
に
大
和
高
田
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。申
請

書
等
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〔
契
約
監
理
室 

内
線
６
７
０
・
６
７
３
〕

9



Colleen（コリーン）さん
は、毎年リズモー市が派遣
する学生を引率し、大和高
田市を訪れています。

Nowadays in Lismore
from Colleen

コリーンさんからのお便り　リズモーのこのごろ

As Christmas draws closer our thoughts are about the menu we will serve on Christmas Day.It is always a gamble to know what the weather is likely to be as to whether we have hot turkey roast meal with all the trimmings or a cold meal of seafood and salads.Regard less  we  a lways have Christmas fruit cake and Chr istmas pudding prepared.
The photos are of mini Christmas puddings (made by our daughter- in- law) Elissa.  The Large Christmas pudding I make following my late mother's recipe (for tradition and sentiment).  Fresh fruit salad is very popular as part of the dessert.  Merry Christmas and a Happy New Year to all.

クリスマスが近づいてくると、クリスマスのお料理をどうするかで頭がいっぱいになります。温か
いローストターキーとそれに合う付け合せにするか、それともひんやりと涼しげな魚介のメインにサラダにするか、この時期の気候は読めないので、気候に合うメニューを決めるのは一種の賭けです。

でもどんな気候であっても必ず作るのは、クリスマスフルーツケーキとクリスマスプディングです。写真（右下）はうちのお嫁さんのエリーシャが作ってくれたミニクリスマスプディングです。大きなクリスマプディング（右上）は私の母のレシピで作りました（我が家に昔から伝わる思い出深いレシピです）。フレッシュフルーツのサラダはデザートとしてとても人気があります。
メリークリスマス、そして皆さまにとって、来年がよいお年でありますように。

　

道
路
沿
い
に
、
柳
が
植
え
て
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
こ
は
市
内
の
ど
こ
で

し
ょ
う
。

　

答
え
は
、
う
し
ろ
の
ペ
ー
ジ
で

す
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（英文は、原文のとおりです）
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補
聴
器
の
す
す
め

　

２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
、東
京
で
開
催
す
る
こ
と
が
決

定
し
、日
本
中
が
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
す
。い
ま
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
も
、多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。現
地
で
競
技
を
観

戦
で
き
れ
ば
、そ
れ
が
一番
な
の
で

し
ょ
う
が
、や
は
り
テ
レ
ビ
で
観

戦
と
い
う
の
が
、現
実
的
だ
と
思

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、最
近
テ
レ
ビ
の
ボ

リ
ュ
ー
ム
は
、上
が
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。時
々
、聞
き
取
り
に
く
い
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

残
念
な
が
ら
、人
間
の
聴
力

は
、年
齢
と
と
も
に
少
し
ず
つ
低

下
し
て
い
き
ま
す
。治
療
に
よ
っ

て
、改
善
さ
せ
る
こ
と
の
で
き
る

難
聴
も
あ
り
ま
す
が
、加
齢
に
よ

る
難
聴
は
、現
在
の
と
こ
ろ
治
療

に
よ
っ
て
、改
善
さ
せ
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
登
場
す
る
の
が
、補
聴

器
に
な
り
ま
す
が
、こ
の
補
聴
器

の
評
判
は
、巷
で
は
あ
ま
り
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。「
雑
音
が
う
る

さ
い
」「
付
け
て
も
聞
こ
え
な
い
」

「
欲
し
い
け
れ
ど
す
ご
く
値
段
が

高
い
」な
ど
、補
聴
器
の
悪
い
う

わ
さ
を
聞
い
て
、補
聴
器
の
使
用

を
た
め
ら
っ
て
い
る
人
も
い
る
と

思
い
ま
す
。確
か
に
補
聴
器
は
、

付
け
て
す
ぐ
に
快
適
に
使
え
て
、

効
果
が
実
感
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。時
間
を
か
け
て
、ゆ
っ

く
り
と
、そ
の
人
に
と
っ
て
聞
こ

え
や
す
い
よ
う
に
調
整
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
す
。

　

補
聴
器
は
、単
に
音
を
大
き
く

す
る
機
械
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。使

う
人
の
聞
こ
え
に
く
い
周
波
数

の
音
を
大
き
く
し
た
り
、聞
こ
え

る
と
不
快
に
感
じ
る
周
波
数
の

音
を
絞
っ
た
り
し
て
、そ
の
人
に

合
っ
た
音
を
出
す
よ
う
に
調
節
し

ま
す
。ま
た
、小
さ
い
音
を
よ
り

大
き
く
増
幅
し
、大
き
な
音
は
増

幅
し
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
こ
と

も
、必
要
に
応
じ
て
行
い
ま
す
。

　

ど
の
周
波
数
の
音
を
増
幅
す

る
必
要
が
あ
る
の
か
、音
の
大
き

さ
に
よ
る
増
幅
率
を
ど
の
よ
う
に

す
れ
ば
よ
い
の
か
は
、人
に
よ
っ

て
異
な
る
た
め
、試
聴
し
な
が
ら
、

細
か
く
調
節
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。そ
の
た
め
、補
聴
器
の
購

入
の
際
に
は
、ま
ず
、一般
社
団
法
人

「
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
」が
認

定
し
て
い
る「
補
聴
器
相
談
医
」

の
資
格
を
持
つ
耳
鼻
咽
喉
科
医
の

診
察
を
受
け
、補
聴
器
が
有
効
と

診
断
さ
れ
れ
ば
、公
益
財
団
法
人

「
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
」が
認
定

す
る「
認
定
補
聴
器
専
門
店
」、も

し
く
は「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」

の
在
籍
す
る
補
聴
器
販
売
店
で

購
入
す
る
こ
と
を
、お
す
す
め
し

ま
す
。ち
な
み
に
当
院
に
は
、「
補

聴
器
相
談
医
」が
、２
名
在
籍
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、約
２
か
月
間
補
聴

器
を
患
者
さ
ん
に
貸
し
出
し
て
、

日
常
生
活
で
使
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、細
か
く
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、最
終
的
に
は
、「
補

聴
器
適
合
検
査
」と
い
う
音
の
聞

こ
え
、言
葉
の
聞
き
取
り
が
、補

聴
器
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
ど
れ

だ
け
改
善
し
て
い
る
か
を
調
べ
る

検
査
を
行
い
、効
果
を
確
認
し
て

か
ら
、補
聴
器
を
購
入
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、補
聴
器
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
人
の「
き
こ
え
」が
、改

善
す
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
最
近
テ
レ
ビ
の
音
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
」「
会
話
で
聞
き
な

お
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
」

な
ど
、難
聴
を
自
覚
し
て
い
る
人

は
、一度
聴
力
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
、お
す
す
め
し
ま
す
。

【
耳
鼻
咽
喉
科
　
小
山
真
司
】

「
も
し
も
の
と
き
の
備
え
は
、大
丈
夫
で
す
か
」

　

災
害
や
事
故
な
ど
の
緊
急
時
、
本
人
の
情
報
が
う
ま
く
伝
わ

ら
な
か
っ
た
り
、
家
族
や
親
せ
き
な
ど
、
身
内
に
う
ま
く
連
絡

が
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
に
お
世
話
に
な
る
前
に
、
か
か
り
つ
け
医
や
家
族
、

親
せ
き
な
ど
の
緊
急
連
絡
先
、
病
気
や
服
薬
の
情
報
な
ど
、
医

療
現
場
に
伝
え
た
い
情
報
な
ど
、
あ
ら
か
じ
め
書
い
て
お
く
と
、

「
も
し
も
」
の
と
き
に
役
立
ち
ま
す
。

　

昨
年
度
、
地
域
包
括
支
援
課
で
は
、
そ
れ
ら
の
情
報
を
書
き

込
め
る
「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」
を
作
成
し
、
70
歳
以
上
の
一
人

暮
ら
し
の
人
な
ど
に
、

配
布
し
ま
し
た
。

 

「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」

に
は
、
近
所
の
友
人
や

総
代
、
民
生
委
員
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
―
等
に

了
解
を
得
た
う
え
で
、

連
絡
先
を
記
入
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。
冷

蔵
庫
や
電
話
の
前
な

ど
、
い
つ
で
も
目
の
つ

く
と
こ
ろ
に
貼
る
こ
と

あんしんノート
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で
す
。そ
の
た
め
、補
聴
器
の
購

入
の
際
に
は
、ま
ず
、一般
社
団
法
人

「
日
本
耳
鼻
咽
喉
科
学
会
」が
認

定
し
て
い
る「
補
聴
器
相
談
医
」

の
資
格
を
持
つ
耳
鼻
咽
喉
科
医
の

診
察
を
受
け
、補
聴
器
が
有
効
と

診
断
さ
れ
れ
ば
、公
益
財
団
法
人

「
テ
ク
ノ
エ
イ
ド
協
会
」が
認
定

す
る「
認
定
補
聴
器
専
門
店
」、も

し
く
は「
認
定
補
聴
器
技
能
者
」

の
在
籍
す
る
補
聴
器
販
売
店
で

購
入
す
る
こ
と
を
、お
す
す
め
し

ま
す
。ち
な
み
に
当
院
に
は
、「
補

聴
器
相
談
医
」が
、２
名
在
籍
し

て
い
ま
す
。

　

当
院
で
は
、約
２
か
月
間
補
聴

器
を
患
者
さ
ん
に
貸
し
出
し
て
、

日
常
生
活
で
使
っ
て
も
ら
い
な
が

ら
、細
か
く
調
整
を
行
っ
て
い
ま

す
。そ
し
て
、最
終
的
に
は
、「
補

聴
器
適
合
検
査
」と
い
う
音
の
聞

こ
え
、言
葉
の
聞
き
取
り
が
、補

聴
器
を
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
ど
れ

だ
け
改
善
し
て
い
る
か
を
調
べ
る

検
査
を
行
い
、効
果
を
確
認
し
て

か
ら
、補
聴
器
を
購
入
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、補
聴
器
に
よ
っ
て

す
べ
て
の
人
の「
き
こ
え
」が
、改

善
す
る
わ
け
で
も
あ
り
ま
せ
ん

が
、「
最
近
テ
レ
ビ
の
音
が
大
き

く
な
っ
て
き
た
」「
会
話
で
聞
き
な

お
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
き
た
」

な
ど
、難
聴
を
自
覚
し
て
い
る
人

は
、一度
聴
力
検
査
を
受
け
る
こ
と

を
、お
す
す
め
し
ま
す
。

【
耳
鼻
咽
喉
科
　
小
山
真
司
】

そ
う
じ
が
地
域
を
つ
な
ぐ
・
・
・
？

129

　

今
年
も
、カ
レ
ン
ダ
ー
が
最
後

の
1
枚
と
な
り
ま
し
た
。ク
リ
ス

マ
ス
や
大
そ
う
じ
な
ど
、寒
く
て

も
、ち
ょ
っ
ぴ
り
華
や
か
で
、気
ぜ

わ
し
い
年
末
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

40
年
前
、今
の
よ
う
に
す
ぐ
に

お
湯
が
出
る
こ
と
が
な
か
っ
た
時

代
、大
そ
う
じ
で
ぞ
う
き
ん
を
バ

ケ
ツ
に
つ
け
た
と
き
の
手
の
冷
た

か
っ
た
こ
と
や
、真
っ
赤
に
な
っ
た

手
に
何
度
も「
は
ぁ
ー
」
と
息
を

ふ
き
か
け
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。そ
の
冷
た
さ
が
嫌
で
た
ま
ら

な
か
っ
た
私
は
、

「
な
ん
で
、大
そ
う
じ
な
ん
か
、せ

な
あ
か
ん
ね
」

と
ふ
て
く
さ
れ
、冷
た
さ
を
我
慢

し
な
が
ら
、母
親
か
ら
言
わ
れ
た

と
こ
ろ
を
、し
ぶ
し
ぶ
や
っ
て
い
た

記
憶
が
あ
り
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、最
近
、ハ
ッ
と
さ
せ

ら
れ
る
場
面
に
出
会
い
ま
し
た
。

お
昼
過
ぎ
に
、あ
る
小
学
校
の
近

く
を
通
り
か
か
る
と
、お
昼
の
そ

う
じ
時
間
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

校
門
の
外
の
歩
道
の
ご
み
を
、先

生
と
い
っ
し
ょ
に
拾
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
を
見
か
け
ま
し
た
。子
ど

も
た
ち
は
、学
校
の
外
の
歩
道
の

落
ち
葉
や
、ご
み
を
拾
っ
て
は
、そ

れ
を
手
に
し
た
袋
に
つ
め
て
い
ま

し
た
。学
校
以
外
の
場
所
に
一歩
踏

み
だ
し
、が
ん
ば
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
見
て
、40
年
前
に

母
親
か
ら
言
わ
れ
た
と
こ
ろ
を
、

嫌
々
や
っ
て
い
た
自
分
を
思
い
だ

し
て
、恥
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

街
で
も
、歩
道
や
公
園
を
そ
う

じ
し
て
い
る
人
の
姿
を
、見
か
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、店
舗
の

前
だ
け
で
な
く
、そ
の
周
辺
を
き

れ
い
に
そ
う
じ
し
て
い
る
人
の
姿

を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

誰
に
言
わ
れ
た
か
ら
で
は
な
く
、

す
す
ん
で
み
ん
な
が
使
う
歩
道
、

み
ん
な
で
過
ご
す
公
園
を
そ
う
じ

し
て
い
る
姿
に
出
会
う
と
、感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま

す
。

　

た
か
が
、そ
う
じ
。さ
れ
ど
、そ

う
じ
。

　

そ
う
じ
ひ
と
つ
を
と
っ
て
も
、気

持
ち
の
持
ち
方
や
視
線
を
か
え
る

こ
と
で
、家
庭
か
ら
地
域
へ一
歩
ふ

み
だ
し
て
、地
域
を
は
ぐ
く
み
、地

域
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
を
、あ
の
小
学
校
の
子
ど
も
た

ち
と
先
生
の
姿
か
ら
教
え
ら
れ
ま

し
た
。何
か
と
あ
わ
た
だ
し
い
年

の
瀬
で
す
が
、気
持
ち
と
視
線
を

変
え
て
、い
つ
も
よ
り
ち
ょ
っ
と
だ

け
計
画
的
に
、ち
ょ
っ
と
だ
け
一
歩

地
域
へ
ふ
み
だ
す
大
そ
う
じ
に
し

て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
〔
人
権
施
策
課
〕

が
で
き
ま
す
。

 

「
あ
ん
し
ん
ノ
ー
ト
」
を
希
望
す
る
人
は
、
市
役
所
地
域
包
括

支
援
課
（
内
線
５
５
８
）
ま
で
連
絡
す
る
か
、
窓
口
ま
で
来
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、も
し
も
の
時
に
備
え
、「
終
末
期
医
療
に
関
す
る
希
望
」

を
普
段
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
「
病
名
や
余
命

の
告
知
を
し
て
ほ
し
い
の
か
」、「
延
命
治
療
を
望
む
か
」、「
臓

器
提
供
を
望
む
か
」
な
ど
、
明
確
に
意
思
表
示
を
し
て
お
か
な

い
と
、
家
族
や
関
係
者
を
悩
ま
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
介
護
に
関
す
る
希
望
」
に
つ
い
て
も
、
同
じ
こ
と
が
言
え

ま
す
。
認
知
症
や
急
な
事
故
・
病
気
で
自
分
の
意
思
が
伝
え
る

こ
と
が
難
し
く
な
る
場
合
も
想
定
し
て
、「
介
護
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
、在
宅
で
生
活
し
た
い
か
」「
施
設
で
生
活
し
た
い
か
」

な
ど
、
元
気
な
う
ち
に
考
え
て
お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

書
店
に
は
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
と
言
わ
れ
る
本
が
、

た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
遺
言
の
よ
う
に
法
的
な
拘
束
力
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、も
し
も
の
時
に
「
自
分
が
ど
う
し
た
い
の
か
」、

「
ど
う
し
て
ほ
し
い
の
か
」
を
書
い
て
お
く
こ
と
で
、
家
族
や
関

係
者
に
、
自
分
の
意
思
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
度
手

に
取
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
災
害
時
に
避
難
す
る
の
が
困
難
な
人
を
事
前
登
録

す
る
「
要
援
護
者
台
帳
登
録
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。
大
規
模

災
害
に
備
え
、
登
録
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
登
録
に
つ
い
て
は
、

大
和
高
田
市
役
所
自
治
振
興
課
（
内
線
２
２
０
）
ま
で
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。〔

地
域
包
括
支
援
課
　
内
線
5
5
8
〕
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駅
近
く
の
無
人
の
コ
イ
ン
パ
ー

キ
ン
グ
を
利
用
。
自
動
発
券
機

に
コ
イ
ン
を
入
れ
、
発
券
さ
れ
た

整
理
券
を
車
の
フ
ロ
ン
ト
ガ
ラ
ス

に
貼
り
駐
車
す
る
と
い
う
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
。
発
券
機
に
は
発
券

ボ
タ
ン
の
上
に
赤
字
で
「
釣
銭
は

出
ま
せ
ん
」
と
表
示
さ
れ
て
い
た

が
、
1
0
0
円
玉
を
4
枚
入
れ

た
後
に
、
駐
車
料
金
が
5
0
0

円
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
し

か
し
、
1
0
0
円
玉
が
無
か
っ
た

の
で
5
0
0
円
玉
を
入
れ
て
整

理
券
を
手
に
入
れ
た
。
そ
の
後
、

連
絡
先
に
電
話
し
4
0
0
円
の

返
金
を
求
め
た
が
、「
で
き
な
い
」

と
言
わ
れ
た
。　

50
歳
代　
　

男
性

　

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
は
様
々
な

設
置
形
態
は
あ
り
ま
す
が
、
比
較

的
小
さ
な
土
地
で
も
設
置
で
き
る

た
め
、
特
に
都
市
部
で
は
増
え
て

お
り
、
消
費
者
に
と
っ
て
も
便
利

で
身
近
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
の
料

金
表
示
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
相
談

例
と
し
て
は
、「
看
板
に
“
一
日
最

大
○
○
円
”“
24
時
間
最
大
△
△

円
”
な
ど
と
表
示
し
て
い
た
が
、

高
額
な
利
用
料
金
を
請
求
さ
れ

た
」、「
平
日
料
金
と
休
日
料
金

の
違
い
が
分
か
り
づ
ら
い
」
な
ど
、

利
用
料
金
の
表
示
に
関
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

　

事
例
の
場
合
、
一
日
の
駐
車
権

利
を
5
0
0
円
で
購
入
す
る
契

約
で
、
発
券
機
に
コ
イ
ン
を
入
れ

て
ボ
タ
ン
を
押
し
た
ら
、
契
約
成

立
と
な
り
ま
す
。
発
券
ボ
タ
ン
を

押
す
前
で
あ
れ
ば
契
約
は
成
立
し

て
お
ら
ず
、
業
者
は
返
還
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
ボ
タ
ン
を
押
し

た
後
で
も
過
払
い
で
あ
れ
ば
、
過

払
い
分
は
不
当
利
得
な
の
で
、
業

者
は
返
還
す
る
義
務
を
負
い
ま

す
。
た
だ
、
事
例
の
よ
う
に
「
釣

銭
は
出
ま
せ
ん
」
と
い
う
特
約
が

あ
り
、
表
示
に
問
題
が
な
け
れ
ば
、

そ
れ
に
従
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

消
費
者
も
看
板
の
大
き
な
表
示

だ
け
で
な
く
、
条
件
を
で
き
る
だ
け

確
認
し
て
か
ら
駐
車
し
ま
し
ょ
う
。

　
⑴�

「
一
日
最
大
○
○
円
」
な
ど
の

相
談
事
例

消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

釣銭が返金
されないコイン
パーキング

　
さ
て
文
化
会
館
の
建
設
を
要
望

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
は
、
奈
良
県

が
第
二
文
化
会
館
の
建
設
を
決
定

し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。
高
田

市
で
は
、
誘
致
に
い
ち
早
く
手
を

上
げ
ま
し
た
が
、
あ
る
日
突
然
上

田
繁
潔
副
知
事
よ
り
「
会
館
は
橿

原
市
に
建
設
す
る
こ
と
が
決
ま
り

ま
し
た
」
と
の
連
絡
が
あ
り
、
そ

の
代
替
え
と
し
て
高
田
に
は
奈
良

県
広
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
を
建

設
す
る
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
収
ま
ら
な
い
の
は
市
民
で
、

県
立
が
駄
目
な
ら
、
せ
め
て
市
立

の
会
館
を
と
、
文
化
協
会
を
は
じ

め
各
種
団
体
が
熱
心
に
市
に
要
望
。

紆う

よ余
曲き
ょ
く
せ
つ
折
は
あ
り
ま
し
た
が
市
の

英
断
に
よ
り
市
立
文
化
会
館
（
さ

ざ
ん
か
ホ
ー
ル
）
の
建
設
に
踏
み

切
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ
て

建
設
に
着
手
さ
れ
る
と
な
る
と
毎
日

の
つ
ち
音
が
楽
し
み
で
毎
日
の
よ
う

に
現
場
へ
足
を
運
ん
だ
も
の
で
す
。

公
園
の
整
備
・
芝
生
は
り
・
遊
歩
道

の
タ
イ
ル
張
り
・
木
々
の
植
樹
・
特

に
私
が
要
望
し
た
八
重
桜
の
植
樹
、

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。
大
中
公

園
は
染
井
吉
野
、
商
店
街
の
周
辺

に
は
花
期
の
長
い
八
重
が
似
合
い
ま

す
。
本
数
が
11
本
で
は
少
し
さ
び

し
い
で
す
が
、
ま
あ
辛
抱
し
ま
す

か
。
会
館
建
設
の
決
定
時
期
が
も

う
少
し
後
に
ず
れ
て
い
た
ら
、
こ
の

事
業
も
出
来
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
。

政
府
で
は
地
方
都
市
整
備
策
定
事

業
を
推
進
の
最
中
で
、
市
が
上
手

く
こ
れ
に
乗
っ
か
っ
た
か
ら
で
す
。

　
な
お
公
園
に
来
ら
れ
た
時
に
は

「
梅
田
雲
浜
」
「
宮
内
岩
次
郎
」

等
の
顕
彰
碑
を
、
是
非
御
覧
い
た

だ
き
、
先
人
の
遺
徳
を
偲
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
馬
冷
池
と
共
に
歩
ん
で
来
た
90

年
、
色
々
の
想
い
出
に
尽
き
る
事
が

あ
り
ま
せ
ん
。
も
っ
と
書
き
残
し
た

い
事
も
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
せ
め

て
馬
冷
池
の
あ
っ
た
こ
と
位
は
、
何

時
ま
で
も
記
憶
に
留
め
て
い
た
だ
く

こ
と
を
願
い
、
筆
を
置
く
事
と
い
た

し
ま
す
。

（
次
回
か
ら
は
、「
旧
高
田
川
の
今

昔
」
が
始
ま
り
ま
す
。）

　
馬ば

冷れ
い

池い
け

の
今い

ま
む
か
し昔
⑻ 大和高田語りべ：上嶋　丈夫さん

　上嶋丈夫さんは、市内に住んで 89 年。自身が見てきた
高田の歴史を、文章に書きとどめています。
　今回、その一部を、本誌に掲載させていただくことになり
ました。

「梅田雲浜」の顕彰碑は、さざんかホール東側にあります
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2020年の夏季オリンピックの開催地が、東京に
決まりましたね！

日本中が大喜びしたよね。でもね、それに関連する相談も
増えてきているんだ。主な内容は次のとおり。
　・オリンピック関連企業への投資の依頼があった
　・�大手宝石会社がメダルを作るので、資料が届いたら
譲ってほしいと言われた。でも届いたのは宝石の申込
用紙だった

　・�購入した未公開株がオリンピックの決定で10倍に上
がったので売らないかと言われ、手続きをすると色々
と費用を請求された

被害にあったら、素直に開催を喜べなくなります！

悪質業者は、今話題となっている出来事を悪用するから
ね。こんなトラブルは今後も増えると思うので、十分気をつ
けるんだよ。

オリンピックを喜ぶ詐欺�
教えて！
最新情報 大

き
な
表
示
だ
け
を
参
考
に
せ

ず
、
表
示
内
容
を
確
認
し
利

用
す
る
こ
と

・�

上
限
料
金
の
適
用
時
間
帯
な
ど

に
、
細
か
い
条
件
が
つ
い
て
い
る

ケ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま
す
。

・�

季
節
的
な
需
要
や
イ
ベ
ン
ト
開

催
な
ど
、
様
々
な
要
因
に
よ
っ

て
料
金
な
ど
が
変
わ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

⑵�

駐
車
券
の
紛
失
の
ほ
か
、
利
用

規
約
違
反
と
取
ら
れ
か
ね
な
い

行
為
に
は
、
注
意
す
る
こ
と

・�

駐
車
券
は
、
清
算
時
ま
で
大
切

に
保
管
・
管
理
し
て
く
だ
さ
い
。

紛
失
す
る
と
、
高
額
な
請
求

を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・�

コ
イ
ン
パ
ー
キ
ン
グ
に
よ
っ
て
は
、

長
時
間
の
利
用
も
規
約
違
反

と
な
る
こ
と
が
あ
り
、
高
額
な

料
金
の
請
求
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

⑶�

駐
車
場
に
入
れ
る
前
に
、
利
用

料
金
や
利
用
規
約
な
ど
よ
く
確

認
し
て
か
ら
利
用
す
る
こ
と
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た
場
合
は
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い

● 市消費生活センター ▽相談日時　月・火・木・金曜日 午前10時〜午後4時   ▽ところ　市役所3階   ▽予約先　内線 314
● 県消費生活センター中南和相談所  ▽相談日時　月〜金曜日 午前9時〜午後5時（受付は午後4時まで） 

　 ▽ところ　県高田総合庁舎2階　 ▽予約先　☎ 22-0931　　　　　　　　　　  ※ともに、祝日、昼休みを除く。要予約。

　
余
生
で
は
な
く
、
第
二
の
人
生
を
楽
し
む

た
め
に
趣
味
や
生
き
が
い
を
見
つ
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

60
～
70
歳

か
ら
で
も

始
め
ら
れ

る
、
39
の

「
夢
」
を
紹

介
し
て
い

る
本
で
す
。

　

朝
日
新
聞
「
55
プ
ラ
ス
」
取
材
班
著　

講
談
社

『
55
歳
か
ら
の
「
一
生
モ
ノ
」
入
門
』

12 月のおはなし会

☆
ほ
か
に
も
、
新
着
図
書
が
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。

児童書 一般書
『
花
び
ら
姫
と
ね
こ
魔
女
』

	

朽
木
祥 

作　

こ
み
ね
ゆ
ら 

絵
／
小
学
館

『
ち
か
ち
か
ぴ
か
り
』

	

ジ
ョ
ア
ン
Ｂ
・
グ
レ
ア
ム 

作　

ナ
ン
シ
ー
・
デ
イ
ビ
ス
絵

	

ふ
じ
た
ち
え
訳
／
福
音
館
書
店

『
が
む
し
ゃ
ら
落
語
』	
赤
羽
じ
ゅ
ん
こ 

作
／
福
音
館
書
店

『
ゼ
ロ
か
ら
は
じ
め
る
株
式
投
資
入
門
』

三
井
智
映
子 

著　

フ
ィ
ス
コ 

監
修
／
講
談
社

『
最
新
免
疫
力
を
高
め
て
病
気
を
防
ぎ
治
す
知
恵
と
コ
ツ
』

主
婦
の
友
社
編
／
主
婦
の
友
社

『
た
か
ら
も
の
︱
深
川
澪
通
り
木
戸
番
小
屋
︱
』

	

北
原
亞
以
子 

著
／
講
談
社

◎おはなし会
かい

▽とき　12月14日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
 
  ● 朗

ろうどく

読	 『クリスマスケーキ』
  ● おはなし	 『十

じゅうにし

二支のはじまり』

◎えほんとわらべうたの時
じ

間
かん

 ≪きらら≫

▽とき　12月21日㈯ ごぜん10じ30ぷん～

▽ところ　としょかん　2かい
　※今

こんげつ

月は第
だい

３土
どよ う

曜です
  ● 絵

え

本
ほん

	 『その気
き

になった』

  ● おはなし	 『小さな小さな話
はなし

』
※ほかにもたのしいおはなしや、てあそび
　があります。

12 月の新着図書

◎
懐
か
し
き
�

　

小
さ
い
頃
、
歌
っ
て
遊
ん
で
楽
し

ん
だ
「
わ
ら
べ
う
た
」。
で
も
、
今

の
子
ど
も
た
ち
は
知
ら
な
い
子
が
多

い
そ
う
で
す
。
な
ん
だ
か
淋
し
く
思

い
ま
す
。
そ
こ
で
、今
回
は
、「
う
た
」

に
関
す
る
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
わ
ら
べ
う
た
で
あ
そ
び
ま
し
ょ
！
』

（
さ
い
と
う
し
の
ぶ
編
・
絵

／
の
ら
書
店
）

　

鏡
の
前
で一
人
遊
ん
で
い
る
と
、
鏡

の
中
か
ら
ね
こ
や
だ
る
ま
が
や
っ
て
き

て
…
。
楽
し
い
わ
ら
べ
う
た
が
い
っ
ぱ

い
の
絵
本
で
す
。（
鏡
台
が
描
か
れ
て

い
る
の
が
懐
か
し
い
！
知
っ
て
い
ま
す

か
？
）

『
て
の
ひ
ら
を
た
い
よ
う
に
』

（
や
な
せ
た
か
し
詩
・
絵
／
国
土
社
）

　

有
名
な
「
て
の
ひ
ら
を
た
い
よ
う

に
」
な
ど
、
著
者
の
作
品
よ
り
10
編

の
詩
を
紹
介
し
て
い
る
「
詩
の
絵
本
」

で
す
。

『
にっ
ぽ
ん
いっ
し
ゅ
う
け
ん
け
ん
う
た
』

（
西
内
ミ
ナ
ミ
作　

和
歌
山
静
子
絵

／
講
談
社
）

　

日
本
全
国
を
め
ぐ
る
、
こ
と
ば

あ
そ
び
う
た
の
絵
本
で
す
。
中
に
は

ち
ょっ
と
無
理
が
感
じ
ら
れ
る
の
も
あ

り
ま
す
が
、
都
道
府
県
名
を
楽
し
め

ま
す
。

◎
特
別
貸
出
の
お
知
ら
せ

　

12
月
29
日
㈰
～
平
成
26
年
1

月
4
日
㈯
ま
で
休
館
し
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
12
月
15
日
㈰
～
12

月
28
日
㈯
は
、
一
人
7
冊
3
週
間

の
貸
出
と
な
り
ま
す
。

〔大和高田市立図書館
☎52-3424　 52-9415〕
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こ
こ
　
何
処
？
の
こ
た
え

　

写
真
は
、
昭
和
55
年
ご
ろ
で
す
。

内
本
町
交
差
点
付
近
か
ら
西
を
向

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
こ
の
市
役
所
通
り
に

沿
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
や
商
業
施

設
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。

　日本食文化が、ユネスコ無形文化遺
産に。奈良といえば茶がゆ。修二会の練
行衆の食事だったそうです。最近食べま

したか？元旦におせち料理を家族でたべる。各々が自分の
食器をもっている。高級料亭でいただく和食だけでなく、もっ

と身近な日本の食文化を、改めて見直してみたいと思います。

汁なし・ルーなしのカレーを作ってみました。鶏肉にカレー粉を染
み込ませ、玉ねぎ入りのバターライスで食べるだけです。美味しい
と評判がよかったのですが、最後には普通のカレーがいいと言わ
れてしまいました。

毎年クリスマスが来ると、甥っ子にプレゼントを買います。
年々、欲しい物の好みが変わってきて、選ぶのも大変です。
ちなみに、去年買ってあげたものは、テレビゲームをインター

ネットにつなげるための線です。

一
、お
た
が
い
に
、人
権
を
尊
重
し
、

　

  

働
く
よ
ろ
こ
び
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

一
、ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
み
、

　

  

健
康
を
か
ち
と
り
ま
し
ょ
う
。

一
、老
人
に
生
き
が
い
を
、こ
ど
も
に

　
  

夢
と
希
望
を
あ
た
え
ま
し
ょ
う
。

一
、教
養
を
ふ
か
め
、

　
  

文
化
を
た
か
め
ま
し
ょ
う
。

一
、自
然
を
ま
も
り
、

　

  

平
和
な
く
ら
し
を
き
ず
き
ま
し
ょ
う
。

大和高田市
市民憲章

　　　　　大和高田市役所
TEL.22-1101　FAX.52-2801

困っていることや心配事など、ご相談ください。
相談は無料で、秘密は守られます。

市立中央公民館 TEL.22-1315 FAX22-1316
市立土庫公民館 TEL.23-3560
市立菅原公民館 TEL.23-3561
市立陵西公民館 TEL.23-3562
さざんかホール TEL.53-8200 FAX.53-8201
図　書　館 TEL.52-3424 FAX52-9415
水道部門 TEL.52-1365 FAX23-3850
総合福祉会館 TEL.23-0789 FAX24-2730
社会福祉協議会 TEL.23-5426 FAX23-2298
クリーンセンター
企画整備課 TEL.52-1600 FAX52-1685
美化推進課 TEL.53-5383
保健センター TEL.23-6661 FAX23-6660
市立病院 TEL.53-2901 FAX53-2908
青少年課 TEL.23-1322 FAX23-2344
生涯学習課 TEL.53-6264 FAX53-6364
葛城コミュニティセンター TEL.23-8001 FAX23-8001
総合体育館 TEL.22-8862 FAX22-8863
総合公園 TEL.52-4700 FAX52-4701
さくら荘 TEL.23-4126 FAX23-8535
下水道課 TEL.52-1258 FAX52-1295
高田消防署 TEL.25-0119 FAX22-4565
高田警察署 TEL.22-0110 FAX22-2292
JR 西日本 TEL.0570-00-2486
近鉄大和高田駅 TEL.52-2414
近鉄高田市駅 TEL.53-2531

◆消費生活相談（要予約）   毎週月・火・木・金曜日　午前10時〜正午  
　　　　　　　　　　　　　午後1時〜 4時　消費生活センター (☎ 22-1101)
◆人権相談・行政相談　毎月第4火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　広報広聴係(☎ 22-1101)
◆中小企業金融相談・中小企業経営相談　　随時　産業振興課(☎ 22-1101)
◆母子相談　月･水･金曜日 午前8時30分〜午後5時15分 児童福祉係(☎22-1101)
◆心配ごと相談　第2・4金曜日　午後1時〜4時　社会福祉協議会(☎ 23-2298）
◆法律相談（要予約）　毎月第2・3火曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆司法書士の法律相談（要予約）　毎週月曜日　午後1時〜4時　
　　　　　　　　     社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆生活相談　毎月第2・3・4水曜日　午後1時〜4時　
　　　※事前にお問い合わせください。社会福祉協議会(☎ 23-5426）
◆成人健康・栄養相談（要予約）　毎月1回、所定の日　
　　　　　　　　　　　午前9時〜10時　保健センター(☎ 23-6661)
◆子育てホットライン・健康ホットライン　毎日　午前9時〜正午　午後1時
　　〜5時（土・日・祝日・年末年始を除く）保健センター(☎ 23-6661)
◆教育ガイダンス　毎週月～金曜日  午前10時〜午後5時  青少年センター(☎ 23-1322)
◆家庭児童相談　毎週月〜金曜日　午前8時30分〜午後5時15分　家庭児童相談室 (☎ 23-1195)
◆女性相談（要予約）　第1火曜日･第3金曜日　午前9時15分〜午後0時5分
　　　　　人権施策課(☎22-1101)　
◆住まいづくり相談（第1水曜〜第2水曜の間に予約：定員4名）
　　　　　  第3水曜日　午後1時〜4時10分　　建築住宅課(☎ 22-1101)
◆税理士による税務相談　2月・3月を除く毎月第3金曜日　午後1時〜 4時
　　　　　　　　　　於：総合福祉会館　近畿税理士会葛城支部(☎22-5288)
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